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（参考） 今後の巨大地震や集中豪雨等の発生に備えた災害廃棄物対策の更なる取組の方向性（第3章構成を抜粋）
３ー１ 自治体における災害廃棄物処理計画等及び災害支援協定の充実
３ー２ 発災後の初動期における災害廃棄物処理体制の早期確立
３ー３ 損壊家屋等の解体工事実施体制の早期確立
３ー４ 大量に発生する災害廃棄物の処理体制の早期確立
３ー５ 被災自治体等の災害廃棄物処理の支援・受援体制と横断的支援機能の早期確立
３ー６ 巨大地震・集中豪雨等における災害廃棄物処理に関する知見・データ等の充実
３ー７ 制度的対応 

令和７年度災害廃棄物対策推進検討会の予定

○議題内容（案）

◆ 令和６年度災害廃棄物対策推進検討会においては、「今後の巨大地震や集中豪雨等の
発生に備えた災害廃棄物対策の更なる取組の方向性」（令和７年３月）として、今後
の大規模災害発生時に備えた更なる対策の方向性と取り組むべき事項をとりまとめた。

◆ 令和７年度は、当該取り組むべき事項の具体化について検討を行う。

開催スケジュール（案）

• 年度末までに、全３～４回程度の開催を予定

議事内容（案）

第１回：今年度の推進検討会の予定、ワーキンググループの設置、専門支援機能の具体化検討
第２回：ワーキンググループの検討状況報告 ほか
第３回：ワーキンググループの検討状況報告、今年度の検討成果等の整理ほか
第４回：今年度の検討成果等のとりまとめ
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令和７年度災害廃棄物対策推進検討会の進め方

◆ 取り組むべき事項の具体化にあたって、以下のワーキンググループ（WG）を設置し、各取
り組むべき事項を各WGに分担した上で、ご検討いただく。検討状況は推進検討会に適宜ご
報告の上、ご審議いただく。

◆ なお、巨大災害における公費解体に係る損壊家屋等の所有権等に関しては、別途本件に関す
る専門的知見を有する有識者等で構成されるWGにおいて検討を進め、その結果を本検討
会・WGにフィードバックする。 

技術・システムワーキンググループ

地域間協調ワーキンググループ

公費解体に係る損壊家屋等の所有権等に関するワーキンググループ

検討概要：災害廃棄物処理システムや技術等に関する事項

委員構成：学識者 、巨大地震（南海トラフ地震等）の防災対策推進地域指定自治体、民間事業者団体にて構成 

検討概要：災害時の廃棄物処理を見据えた地域間協調のあり方等に関する事項

委員構成：学識者 、被災経験自治体、民間事業者団体にて構成 

検討概要：巨大災害における公費解体に係る損壊家屋等の所有権等に関する事項

委員構成：学識者等にて構成 

災害廃棄物対策推進検討会



4

各ワーキンググループにおける検討事項（案）

◆ これまでの各WGでの検討経緯等を踏まえ、今年度の各WGにおける主な検討事項（案）は以下のとおり。

◆ 以下の主な検討事項（案）を踏まえ、各WGにおいて今年度以降の具体的な検討方法・スケジュール等
を検討・確認した上で、各種取組事項の検討を順次進めていく。

◆ 各WGにおいて昨年度までで検討に着手し残課題のある事項については、当該WGにおいて今後も継続して検討
する。

◆ なお、制度的対応（３－７）については、廃棄物処理制度小委員会での審議状況を本検討会・WGに適
宜報告しつつ、制度的対応以外（３－１～３－６）の検討と合わせてご審議いただく。

*１ 
WG間やWG-検討会間の
調整は、事務局におい
て適宜実施。

*２
３－１～３－６のそれぞ

れの柱の中で列挙された各
種取り組むべき事項の一部
について、これまでの各WG
での検討経緯等を踏まえ、
他WGで検討することが望
ましいと考えられる事項もあ
ることから、分担の詳細につ
いては、両WG座長と相談
しつつ整理・決定することと
する。
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